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長与スポーツクラブ 

「変わる学校スポーツ」 
日本スポーツ協会発行「Sport Japan Vol.46」に掲載された「変わる学校スポーツ」という

記事の一部を紹介します。 

少子化の進行や労働環境の整備などにより、子どもたちを取り巻くスポーツ環境は大きな変革期を迎えている。ス

ポーツ庁から「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」が発表されたことで、全国の学校スポーツ現場

は新たな挑戦を始めている。 

 

少子化の進行  

 平成 21 年度と令和元年度の中学生の数を比べてみます。 

平成 21 年度 1,479 名 → 令和元年度 1,112 名（-367 名） 

長与町は、長崎県の町の中では人口が 1 位です。その中にあっても、中学生の数が減っています。長

与町でも、少子化は否定できないと思います。 

 

労働環境の整備 

 本年 1 月文部科学省は、｢公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドライン｣を出しました。

その中で、 

 1 ヶ月の超過勤務が 45 時間を超えないようにすること。 

 1 年間の超過勤務時間が、360 時間を超えないようにすること。 

以上の内容が示されています。今後、先生が、部活動に関わる時間が少なくなると考えられます。 

 

スポーツ庁からのガイドライン 

 スポーツ庁は平成 30 年 3 月「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」を策定し、公

表しています。内容の一部をご紹介します。 

 休養日の設定（平日は少なくとも 1 日、土曜日及び日曜日は少なくとも 1 日） 

 1 日の活動時間は、長くとも平日では 2 時間程度、学校の休業日は 3 時間程度 

 学校と地域が協働・融合した形での地域におけるスポーツ環境整備を進める。 

 

そこで、これからは、このガイドラインに示された、スポーツ環境の整備をすすめることが必要で

あると考えます。長与スポーツクラブは、長与町のスポーツ環境の向上に寄与することを、目的に上

げています。何らかのお手伝いをしたいと思います。 

教室募集状況 
（５月時点） 

募集中：親子卓球／サッカー／フィットネス教室／親子テニス 
募集停止：親子バドミントン／チア・リーディング 

 

 

 

（６月行事が裏面） 

 

事務所開設時間 

月・水・金 

14:30～16:30 

フェアプレイで日本を元気に 

あくしゅ あいさつ ありがとうをしよう！ 

（日本体育協会 フェアプレイキャンペーン より） 
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